
KX-UT123N／136N ファームウェア 

リリースノート 

ファームウェアバージョン：Ver 01.081 

  ※Ver01.012 との差分を記述しています。 

 

■ 機能追加 

 1．REFER メッセージによる転送の対応 

 2．TR-069 の Annex F と Annex G の対応 

 3．XML アプリケーションインタフェース対応 

 4．通話履歴メニューに不在着信履歴の追加 

 5．SIP INFO を使った DTMF の追加 

 6．RTP と RTCP の DSCP 値を個別に設定可能 

 7．電話機のメニューからボタン確認音を鳴らすかどうか選択が可能 

 8．クライアント認証対応 

 9．通話時の click to dial への応答が可能 

    KX-UT123N：通話中の呼は保留状態または、click to dial に応答 

    KX-UT136N：通話中の呼は保留状態または切断 

 10．2 種類のサーバー認証への対応 

 11．TCP 対応 

 12．サーバー認証時のパケットサイズを 5KByte から 20KByte に拡張 

 13．XML プロビジョニング対応 

 14．TR-069 TR-104／TR-106 対応 

 15．Replaces ヘッダーによる転送対応 

 16．Request-Line にポート番号を付与するかしないか選択が可能 

 17．「Messages-Waiting：yes」メッセージを受けた時に新着ボイスメールがあると判断する条件の 

   選択が可能 

 18．ID／Password のエンコード対応 

 19．HTTPS、HTTP、TFTP によるプレプロビジョニング対応 

 20．被保留時に、端末側の保留音を鳴らすか、ネットワークサーバー側の保留音を鳴らすか選択が可能 

 21．3 者通話において保留を解除した際の動作変更(KX-UT136N) 

 22．端末設定メニューで着信音の設定が可能(KX-UT136N) 

 23．ダイヤル送出後のダイヤルボタン押下時の DTMF の送出時間の変更 

 

■ 機能改善 

 1．代理応答時の発信者番号の表示改善 

 2．101 や 1010 という似た番号の着信時の対応改善 

 3．コールウェイティング中にスピーカーホンを使用した際に受話音量が下がる課題への改善 

 4．ヘッドセットのモードを電源のオン、オフ時に継続しない 

 5．スピーカーホン使用時のコンフォートノイズの減少(パラメーターによる調整) 

 6．ハンドセットのヒスノイズの減少(パラメーターによる調整) 

 7．DTMF 検出の改善 

 8．INVITE メッセージにおける 「CONFERENCE_SERVER_URI@」ドメインの対応 

 9．保留応答時のコーデック切替え対応 


